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	CENTER FOR  GENDER STUDIES
	NEWSLETTER VOL.3
	【学生企画】写真展「『ふつう』の女子大生展」


	学生企画（大学祭）
	Café Gem* アニメとジェンダー（７月８日）
	　学生スタッフが好きな以下のアニメやドラマを、ジェンダー・セクシュアリティの観点から分析し、作品の中にある多様性について議論しました。このCafé Gemをきっかけに、大学祭のGem展示の方向性が決まりました。
	＜取り上げた作品＞ 『薬屋のひとりごと』　／　『HUGっと!プリキュア』　／　『SOTUS/ソータス』 　／　『ケロロ軍曹』


	展示「『解き放て、自分』展」、写真展（11月２・３日）
	　ジェンダー・セクシュアリティ・恋愛観が多様に描かれている作品を共有したいという学生スタッフの発案から、「『解き放て、自分』展」～心のままに生きる物語～は企画されました。性別、恋愛、家族などの多様なあり方や、自分らしく心のままに生きる大切さを教えてくれる物語について、パネルを制作し展示しました。BLドラマチャートや人気投票企画も盛り上がりました。
	＜取り上げた作品（一例）＞ 『汝、星のごとく』凪良 ゆう(著)　／　『獣の奏者』上橋 菜穂子(著)　／ 『ザリガニの鳴くところ』ディーリア・オーエンズ(著)、友廣 純(訳)
	　写真展では、12月に学内者向けに行う展示の一部を公開し、来場者が写真に添えられたエピソードをじっくり読む姿がありました。


	パトロール
	　大学祭でのパトロールは、Gemの設立当初から、姉妹団体である公認団体｢Halo-Halo Club｣とともに取り組んでいる活動です。盗撮や来場者による迷惑行為等の未然防止を目的として、｢女子大生の身は女子大生で守ろう｣をモットーに掲げ、取り組んでいます。大学祭実行委員会とも連携しながら、Gemのオリジナルジャンパーを着用して行いました。

	Café Gem 「『カードキャプターさくら』から読み解く“好きの多様性”」（12月16日）
	　大学祭のGem投票企画で最も票を集めた『カードキャプターさくら』をテーマに、Café Gemを開催しました。学生と教員で、キャラクターたちの感情や関係性を考察し、多様な“好き”のかたちについて話し合いました。この作品では、性別や年齢、社会的立場などに関係なくお互いを想い合っています。 　ディスカッションを通して、“好き”という気持ちにわざわざ何かを定義づける必要はないのかもしれない、だからこそ多くの人がこの物語に共感するのだと感じました。
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	地域・社会連携
	月経衛生デー*イベント（５月28日～６月中旬）
	　毎年5月28日は「世界月経衛生デー」。これにあわせてサニタリー用品の配布イベントを開催しました。期間中は、環境に配慮したサニタリーブランド「limerime（ライムライム）」のサニタリーパッドや月経に関する冊子をプレゼントしました。学生・教職員の多数の参加があり、盛況のうちにイベントは終了。多くの方に月経について考えてもらうきっかけとなりました。 　5月29日には、須藤紫音さん（株式会社VVV（ヴィースリー）代表）をお呼びしてCafé Gemを実施。須藤さんからは、日本ではあまり知られていない世界月経衛生デーを広めるために始めたという今回のプレゼント企画立ち上げの背景や、日本における月経に対するタブー意識、それに伴う情報や商品へのアクセスの難しさなどについてお聞きしました。当日は、日本ハビタット協会から専務理事の山本博子さんと事務局長の篠原大作さんも参加し、ケニアでは過半数の人が貧困のために生理用品を買えない状況にあるというお話がありました。生理を社会問題としてとらえていく重要性を改めて感じさせられました。

	The personal is political：政治参加とジェンダー（６月16日～27日）
	　2025年３月に渋谷PARCOで開催された「FIFTYS PROJECT ジェンダー平等とわたしたち」（企画：長尾悠美さん（セレクトブティックSister代表）、デザイン：シシヤマザキさん（NHK連続テレビ小説『虎に翼』タイトルバックを手がけたアーティスト））の企画展示パネルをお借りし、本学図書館にて展示しました。また、Gemの教員とトンガ坂文庫*による選書、フェリスOGおよび教員によるパネルメッセージの展示も行いました。 　公開講座では、鈴木ちひろさん（国分寺市市議会議員、本学卒業生）、長尾悠美さんをお迎えし、同日Café Gemも開催しました。鈴木さんからは気候変動、若者の声を政策へ反映することの意義、ジェンダー平等の３つのトピックを中心にお話しいただきました。「若者が代表になることで、若者に希望を与えることができる」という言葉は、学生たちにとって良い刺激かつ希望となったように思います。長尾さんからは、本企画に至るまでの経緯や自身の活動に対する思いを伺いました。経験に基づいたフェミニズム視点での社会のとの関わり方からは強い熱量を感じました。

	【協力】横浜市男女共同参画センター主催 「ポインティとはなそう！わたしたちの性と健康」（2026年２月28日）
	　「ポインティとはなそう！わたしたちの性と健康」（特別協賛：中外製薬）のトークセッションに学生スタッフが登壇しました。 　マルチタレントの佐伯ポインティさんと、産婦人科医の門間美佳先生とともにSRHR*をテーマに議論を展開。学生たちは、学内で実施したアンケート調査の結果をもとに、生理や性的同意、性や生殖について話すための安心・安全な場所作りの重要性等について、大学生という立場から率直な意見や考えを述べました。参加者はオンライン配信も含め約250名にのぼり、関心が高いトピックであることが伺えます。Gemは、今後もSRHRを含むジェンダー・セクシュアリティに関する活動を実施していきます。
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	キャリア教育
	副専攻*「ジェンダーとキャリア」
	　７月30日～８月５日、前期集中講義「プロジェクトで学ぶ(1)」では、スリール株式会社によるキャリア支援プログラム「私の未来に“正解”はない。ライフも、ワークも、自分らしく描く６日間」を実施しました。履修した学生たちは、子育て中の共働き家庭へのインターンシップや、フェリスOGも活躍するキンドリルジャパンへのオフィスツアー、多様な働き方をされているゲストトークなどを通じてロールモデルと出会い、働く自分をポジティブにイメージできるようになりました。 　
	　2026年２月２日～４日、後期集中講義「プロジェクトで学ぶ(2)」では、「ジェンダーを仕事にする」というテーマで、日本テレビ、神奈川県男女共同参画センター、株式会社VVVの方々からお話を伺いました。現在どのようなかたちでジェンダーの諸問題に取り組んでいるのか、そうした仕事を始めた経緯はどのようなものだったかなど、貴重なお話を伺うことができました。インタビューの準備から発表まで、授業は学生が主体となって計画し、非常に充実した３日間となりました。


	他大学との交流
	【協力】 横浜国立大学「あなたにとっての“生理って？”」展（４月14日～18日）
	　2024年10月にGemの学生が作成した生理の展示を横国の学生が視察されたことが、両大学の交流の始まりでした。横浜国立大学附属図書館の展示コーナーでは、生理痛の体験やフェムテック用品の紹介、生理用品の配布などもあり、充実した内容でした。座談会では、生理のモヤモヤや理解度、パートナーとの向き合い方などを共有し、生理は女性だけのものではなく、あらゆるジェンダーの人々がともに向き合っていく必要があることを考える機会となりました。

	京都女子大学・筑紫女学園大学との交流会（2026年２月13日）
	　関東（フェリス女学院大学）・関西（京都女子大学）・九州（筑紫女学園大学）でジェンダー平等に関する活動をしている３校が集い、交流会を行いました。オンラインミーティングやグループチャットを用いて話し合いを重ね、本学で交流会当日を迎えました。 　各大学の活動内容の共有、「女子大学」の意義、ジェンダー問題の地域差など、女子大という共通点や地域ごとの違いを意識した交流会となりました。また、写真展「『ふつう』の女子大生展」（横浜市中区）にも足を運んでもらい、学生同士が意見交換をおこなうなど、充実した交流の時間となりました。
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	各種イベントの主催
	戦後80年企画 「彼女のことを忘れない～戦時性暴力の記憶～」（７月10日～25日）
	　2025年は戦後80年の節目の年でした。本企画は、講演会、書籍・パネル展示及び映画上映会・トークショーを含む３部構成で行いました。 　「慰安婦」問題として知られている旧日本軍による戦時性暴力被害の賠償や名誉回復、そして記憶継承の問題は、戦後80年を迎えた今もなお解決には至っていません。当時者たちのほとんどが亡くなっていく中で、ジェンダーの観点から、その記憶や語りを風化させないよう努めていくことは、二度と戦時性暴力も含む戦争の惨禍が起こらないようにする私たちの責務でもあります。 　７月10日、17日に開催した全3回の講演会では、戦時性暴力をめぐる日本における争点や、被害者たちの存在が政治化されないための証言への向き合い方などについて、回ごとに異なるテーマを設定しました。
	　書籍・パネル展示は、緑園キャンパス附属図書館にて、アクティブ・ミュージアム「女たちの戦争と平和資料館」から借用した慰安婦に関するパネルを展示しました。いずれも外部に公開し、地域社会に向けて広くこの問題を学ぶ機会を提供することができました。 　７月17日には、映画『私が描きたいこと』（クォン・ヒョ監督、2012年）の上映とトークショーを実施。上映会では学生スタッフが絵本『花ばあば』の朗読を披露し、今を生きる若い学生の声が、当時者の経験に寄り添い、包み込む過程を目撃することができました。

	D&I ZONE PROJECT Vol.01「私が変わる、世界が変わる」 ～フェリス卒業生による社会活動の経験から学ぶ～ （10月14日）
	　本企画はD&I Zone企画の第一弾として、ボランティアセンターとジェンダースタディーズセンターの共催により実施した、座談会形式の講演会です。講師には本学卒業生で、それぞれの形で社会運動に携わってきた新倉久乃さん（大学院人文科学研究科修了／和光大学研究員／NPO法人カラバオの会理事／本学非常勤講師）と構二葵さん（国際交流学科卒業／ジャーナリスト／8bitNews CCO）をお招きしました。 　「どのような課題と向き合い実践しているか」「市民の役割とは何か」という二つのテーマを軸に、お二人の経験を通してDiversity & Inclusion（多様性と包摂）について考える機会となりました。受講した学生たちは、自ら行動することの意義と個人が社会を変える可能性をについて、お二人のメッセージをしっかりと受け取めました。
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	Café Gem（一部抜粋）
	新入生歓迎会
	多様なキャリア
	Pride Month「セクシュアリティと恋愛観」 「自分のこと、大切にしてあげてますか？」

	「多様なジェンダーを知ろう～トランスジェンダー当事者をお招きして～」
	「フェムケアを学ぶ～妊娠と避妊～」
	「恋愛ってそもそもなんだろう？」 「ノンバイナリーって聞いたことある？」
	2025年度活動一覧
	４月＆５月 ・ボラセン・バリフリ・Gem合同説明会 ・新入生歓迎会 ・【協力】横浜国立大学「あなたにとっての 　“生理って？”」展見学＆交流 ・Café Gem「多様なキャリア」（ゲスト：新倉久 　乃さん、山崎(齋藤)美和子さん） ・Café Gem「ジェンダーを仕事にすること」（ゲ 　スト：須藤紫音さん） ・月経衛生デーイベント（limerimeサニタリー用 　品配布）
	10月＆11月＆12月 ・D&I ZONE PROJECT Vol.01「私が変わる、世界 　が変わる」（ゲスト：新倉久乃さん、構二葵さん） ・【共催】JOICFP出前授業「I LADY.プロジェクト」 ・ハロウィンピクニック ・大学祭（「Gem写真展」、「『解き放て、自分』 　展」、パトロール） ・【共催】SOMPO×女子サッカー共創『Our Stories 　プロジェクト』 ・Café Gem「『カードキャプターさくら』から読み 　解く”好きの多様性”」
	６月＆７月 ・Pride Month Café Gem「セクシュアリティと恋愛 　観」、「自分のこと、大切にしてあげてますか？」 ・「“The personal is political”：政治参加とジェンダ 　ー」（ゲスト：鈴木ちひろさん、長尾悠美さん） ・Café Gem「多様なジェンダーを知ろう～トラン 　スジェンダー当事者をお招きして～」（ゲスト： 　河上りささん） ・Café Gem「フェムケアを学ぶ～妊娠と避妊～」 　（全２回） ・Café Gem「恋愛ってそもそもなんだろう？」、 　「ノンバイナリーって聞いたことある？」 ・戦後80年企画「彼女のことを忘れない～戦時性暴 　力の記憶～」（ゲスト：リ・リョンギョン聖公会大 　学研究教授、矢野久美子教授） ・前期副専攻「プロジェクトで学ぶ(1)『私の未来に 　“正解”はない。ライフも、ワークも、自分らしく 　描く６日間』」（担当教員：山本千晶准教授）
	１月＆２月＆３月 ・後期副専攻「プロジェクトで学ぶ(2) 　『ジェンダーを仕事にする』」（担当教員：関口洋 　平准教授） ・写真展「『ふつう』の女子大生展」@Art gallery  　OWL ・京都女子大学と筑紫女学園大学との交流 ・【協力】横浜市男女共同参画センター共催企画 　「ポインティとはなそう！わたしたちの性と健康」 ・韓国大邱フィールドトリップ（戦後80年企画の続 　編）

	メディア掲載
	カナロコ（神奈川県新聞） 横浜、若者が性の悩み学ぶイベント　自分の考え「日頃から話せる関係性を」（2026年３月１日） https://www.kanaloco.jp/news/social/article-1250923.html
	東京新聞デジタル 「お嬢様学校」と見られがちなフェリス女学院大…実はこんなに多様です　学生がオープンにした「素顔」とは（2026年３月８日） https://www.tokyo-np.co.jp/article/379103
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